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Veritas Enterprise Vault の
概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Veritas Enterprise Vault および Notes メールデータベースについて

■ Notes の Enterprise Vault コマンド

■ Notes の Enterprise Vault アイコン

■ アーカイブ済みアイテムの保持について

Veritas Enterprise Vault および Notes メールデータ
ベースについて

Enterprise Vault は Notes メールデータベース内のフォルダにあるアイテムを、「ボルト」
と呼ばれるストレージ領域に自動的に移動します。この処理は、アーカイブと呼ばれます。

Enterprise Vault では、アーカイブは自動的に実行され、通常は混雑していない時間に
行われます。

Enterprise Vault でアイテムをアーカイブした後も、Notes でこれらを使うことができます。
ほとんど管理者は、アーカイブされた各アイテムへのショートカットを自分のメールデータ

ベースに配置するように Enterprise Vault を設定します。ショートカットでメールフォルダ
にあるアイテムが置き換えられるため、アーカイブ済みのアイテムにすばやくアクセスでき

るようになります。

例えば、図 1-1は、アーカイブ済みアイテムへの複数のショートカットを含むメールデータ
ベースを示しています。
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図 1-1 Notes の Enterprise Vault 機能

ショートカットは元のアイテムのように表示され、同じように機能します。 このため、ショー
トカットからの電子メールの開封、電子メールの転送と返信、別のフォルダへのコピーま

たは移動を行うことができます。 ショートカットをダブルクリックすると元のアイテムの内容
を表示できます。

アーカイブは自動的に行われますが、管理者が、次のいずれかまたは両方を選択できる

ように Enterprise Vault を設定している場合があります。

■ いつでもボルトにアイテムを格納できる。アイテムを格納すると、Enterprise Vault は
そのアイテムをアーカイブ済みアイテムとしてボルトに追加します。格納したアイテム

は他のアーカイブ済みアイテムと同じように扱われます。

■ アーカイブ済みアイテムの復元とは、アーカイブ済みアイテムを元の形式でメール

データベースに移動またはコピーすることです。 転送、返信、その他の処理を実行
するためにアーカイブ済みアイテムを復元する必要はありません。

通常、アイテムはメールデータベース内のすべてのフォルダ (ごみ箱フォルダ以外) から
アーカイブされます。Enterprise Vault ではごみ箱フォルダはアーカイブされないため、
このフォルダは定期的に空にする必要があります。
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オフライン作業でローカルメールレプリカを使う場合、Enterprise Vault はオンラインボル
トに加えて「Vault Cache」データベースもローカルで作成できます。ローカルメールレプ
リカのショートカットをダブルクリックして、関連付けされたアーカイブ済みアイテムを「Vault
Cache」からフェッチできます。

Notes の Enterprise Vault コマンド
管理者の Enterprise Vault の設定方法によって、次のコマンドが［ツール］メニューまた
は［詳細］メニューで利用できます。

表 1-1 Notes の Enterprise Vault コマンド

説明コマンド

利用可能なボルト内のアーカイブ済みアイテムを検索します。

p.10 の 「アーカイブ済みアイテムの検索」 を参照してください。

Enterprise Vault Search

Enterprise Vault が次回メールデータベースでアーカイブ操作
を行う場合、選択したアイテムをアーカイブするように指示します。

p.9 の 「手動によるアイテムの格納」 を参照してください。

Enterprise Vault によるアーカ
イブ

選択した Enterprise Vault ショートカットに関連付けされている
アイテムを復元します。

p.10 の 「アーカイブ済みアイテムの復元」 を参照してください。

Enterprise Vault による復元

アーカイブ済みアイテムを削除します。

p.11 の 「アーカイブ済みアイテムの削除」 を参照してください。

Enterprise Vault による削除

アイテムをボルトにアーカイブ処理中であっても、Enterprise Vault
を停止できます。

p.9 の 「Enterprise Vault のアーカイブ操作の取り消し」 を参
照してください。

Enterprise Vault によるキャン
セル

Notes をオフラインで使っている場合もアーカイブされたアイテ
ムにアクセスできるよう、必要に応じて Enterprise Vault を設定
できます。

p.12 の 「ボルトキャッシュの設定」 を参照してください。

Enterprise Vault キャッシュオ
プション

利用可能な場合は、ローカルメールレプリカからオフラインの「ボ

ルトキャッシュ」データベースへのアイテムのダウンロードを開始

します。

p.14 の 「「ボルトキャッシュ」へのアイテムの手動ダウンロード」 を
参照してください。

ボルトキャッシュの更新
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説明コマンド

利用可能な場合は、オフラインの「ボルトキャッシュ」内のアイテム

を検索できます。

Enterprise Vault Search の
キャッシュ

Notes の Enterprise Vault アイコン
Notes のメールデータベースにあるアイテムは次のアイコンでマーク付けされます。

表 1-2 Notes の Enterprise Vault アイコン

説明アイコン

アーカイブ済みアイテムへのショートカット。ショートカットをダブルクリックする

と元のアイテムの内容を表示できます。 アイテムの返信、転送や Notes で利
用可能な他の処理を実行できます。または、ショートカットを選択してアイテム

をメールボックスに復元することもできます。

管理者は、ショートカットをダブルクリックしたときに、Enterprise Vault によっ
てアーカイブ済みアイテムの内容ではなくそのプロパティが表示されるように

Enterprise Vault を設定している場合があります。

アーカイブ保留。Enterprise Vault は、ボルトに格納されるアイテムにマーク
付けを行います。

アーカイブ済みアイテムの保持について
Enterprise Vault では、アイテムをアーカイブするときに、保持カテゴリを自動的にアイテ
ムに割り当てます。保持カテゴリでは、アイテムの保持期間を指定します。たとえば、管理

者は Enterprise Vault がアイテムをアーカイブした日から 5 年間の保持期間を指定で
きます。または、2021 年 12 月 31日など、特定の日付を期限にした保持期間を指定し
たり、アイテムを永続的に保持することを指定することもできます。

Enterprise Vault は、保持期間が終了したときにボルト内のアイテムを削除します。

管理者は、業務または法務などの各種のデータに対してさまざまな保持カテゴリを設定

できます。

Enterprise Vault検索を使用して、特定の保持カテゴリを指定しているボルトでアイテム
を検索できます。管理者による Enterprise Vault の設定方法によっては、ボルトにアイテ
ムを手動で格納するときにアイテムに割り当てる保持カテゴリを選択できる場合がありま

す。Enterprise Vault検索を使用して、ボルト内のアイテムに割り当てられている保持カ
テゴリを変更できる場合もあります。
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アーカイブ済みアイテムの
操作

この章では以下の項目について説明しています。

■ アーカイブ済みアイテムの表示

■ アーカイブ済みアイテムへの返信と転送

■ 手動によるアイテムの格納

■ Enterprise Vault のアーカイブ操作の取り消し

■ アーカイブ済みアイテムの復元

■ アーカイブ済みアイテムの検索

■ アーカイブ済みアイテムの削除

アーカイブ済みアイテムの表示
Enterprise Vault では、アイテムをアーカイブするときに、ショートカットをメールデータ
ベースのアイテムに残しておくことができます。このショートカットは、ボルト内のアーカイ

ブ済みアイテムへの直接リンクです。ショートカットからアイテムを簡単に表示または復元

できます。

メモ: アーカイブ済みアイテムへのショートカットがない場合は、Enterprise Vault Search
アプリケーションを使ってアイテムを見つけて開くことができます。

p.10 の 「アーカイブ済みアイテムの検索」 を参照してください。

アーカイブ済みアイテムを表示する方法

◆ ショートカットをダブルクリックして、その内容を適切なアプリケーションで開きます。
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アーカイブ済みアイテムへの返信と転送
ショートカットからアーカイブ済みアイテムに返信または転送できます。 Notes では、他
のアイテムの返信または転送を行う場合とまったく同じように、元の形式でアーカイブ済

みアイテムが開かれます。

手動によるアイテムの格納
Enterprise Vault はバックグラウンドで自動アーカイブを実行するため、ユーザーが操作
する必要はありません。ただし、手動で 1 つ以上のアイテムをボルトに格納する必要があ
る場合があります。手動で格納できるのは、管理者がそれを許可するように Enterprise
Vault を設定している場合です。

アイテムを手動で格納する方法

1 ボルトに格納するアイテムを 1 つ以上選択します。

2 設定方法に応じて、［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［Enterprise Vault に
よるアーカイブ］をクリックします。

3 ［OK］をクリックして、選択したアイテムをボルトに格納することを確定します。

Enterprise Vault は、最初に次のアイコンによるマーク付けでアーカイブが保留中
であることを示します。

Enterprise Vault は、次のアーカイブが実行されるまで、アイテムを完全にはアーカ
イブしません。 次に Enterprise Vault は、次のアイコンでアイテムにマーク付けしま
す。

Enterprise Vault のアーカイブ操作の取り消し
メールデータベース内のアイテムがアーカイブ保留状態の場合は、Enterprise Vault に
よるアーカイブを停止できます。 ただし、Enterprise Vault によるアイテムのアーカイブは
高速で行われるため、この操作を取り消すには素早く行う必要があります。
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Enterprise Vault 操作を取り消す方法

1 Enterprise Vault によって処理が行われているアイテムを選択します。

Enterprise Vault が現在処理していないアイテムを含めることができます。Enterprise
Vault は、このようなアイテムを無視します。

2 設定に応じて、 ［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［Enterprise Vault による
キャンセル］をクリックします。

アーカイブ済みアイテムの復元
アーカイブアイテムは、そのショートカットをダブルクリックすることで簡単に表示できるた

め、通常、メールデータベースに復元する必要はありません。 アイテムを復元すると、そ
のアイテムは元の形式で復元されます。たとえば、復元したアイテムがメールメッセージ

の場合は、通常どおりに返信もできます。

復元するアイテムへのショートカットがない場合は、Enterprise Vault Search アプリケー
ションを使ってアイテムを検索して復元します。

Enterprise Vault ショートカットからアーカイブ済みアイテムを復元する方法

1 メールデータベースで、復元するアイテムへのショートカットを選択します。 Notes
の通常の方法を使って、1 つまたは複数のショートカットを選択します。ショートカッ
ト以外の任意のアイテムを含めることができます。 Enterprise Vault ではこれらのア
イテムは無視されます。

2 設定方法に応じて、［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［Enterprise Vault 復
元］をクリックします。

3 ［OK］をクリックして、アイテムをメールデータベースに復元することを確定します。

ショートカットを使って復元するアイテムは、常に元のフォルダ (ショートカットが存在
するフォルダ) に復元されます。

アーカイブ済みアイテムの検索
アーカイブ済みアイテムへの Enterprise Vault ショートカットがある場合は、そのショート
カットを使って簡単にアイテムを表示したり復元したりすることができます。 ただし、ショー
トカットを使っていない場合は、Enterprise Vault の検索機能を使って、アイテムを検索
して開くことができます。
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アーカイブ済みアイテムを検索する方法

1 設定方法に応じて、［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［Enterprise Vault
Search ］をクリックします。

2 ログオンボックスに Notes ユーザー名、Domino Web/インターネットパスワード、お
よび Domino のドメインを入力して、［OK］をクリックします。

3 検索基準を入力してから、検索を開始します。

アーカイブ済みアイテムの削除
ユーザーによるボルトのアイテムの削除を Enterprise Vault 管理者が許可している場合
は、次の方法でアイテムを削除できます。

ショートカットを使ってアーカイブ済みアイテムを削除する方法

1 削除するアーカイブ済みアイテムへのショートカットを選択します。

ショートカット以外の任意のアイテムを含めることができます。 Enterprise Vault では
これらのアイテムは無視されます。

2 設定方法に応じて、ツールメニューまたは詳細メニューの［Enterprise Vault による
削除］をクリックします。

ショートカットから開いたアイテムを削除する方法

1 アイテムを開いたウィンドウのツールバーで［削除］をクリックします。

2 メッセージが表示された場合は、ショートカットのみを削除するか、ショートカットとアー

カイブ済みアイテムの両方を削除するかを選択します。

ショートカットだけを削除すれば、アイテムはボルトに残り、後で検索を実行してそれ

を取り込むことができます。
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Enterprise Vault を使った
オフラインでの作業

この章では以下の項目について説明しています。

■ ボルトキャッシュの設定

■ 「ボルトキャッシュ」へのアイテムの手動ダウンロード

ボルトキャッシュの設定
Enterprise Vault では、メールデータベースからアイテムをアーカイブするとき、通常、
アーカイブ済みアイテムに直接リンクするショートカットが残ります。アイテムをショートカッ

トに置き換えることで、メールデータベースの空き容量を節約できます。 ただし、ローカル
メールレプリカで作業していて、ネットワークに接続していない場合は、ショートカットをダ

ブルクリックしても関連付けられたアーカイブ済みアイテムを開くことはできません。

Enterprise Vault では、オフラインのボルトキャッシュにアーカイブ済みアイテムのコピー
を保持することで、この問題を解決できます。ユーザーがオフラインの場合、ローカルメー

ルレプリカのショートカットをダブルクリックすることで、「ボルトキャッシュ」のアーカイブ済

みアイテムを取り込むことができます。

管理者は、「ボルトキャッシュ」を次の 3 つの方法のうちいずれかの方法で構成できます。

■ 「ボルトキャッシュ」をユーザー自身が設定するオプションを使用できるようにする。

■ 「ボルトキャッシュ」をユーザーの操作を必要とせずに自動的に設定できるようにする。

■ 「ボルトキャッシュ」を無効にする。

「ボルトキャッシュ」内で利用できないアーカイブ済みアイテムを開こうとするとき、ネット

ワークに接続されていると、Enterprise Vault により、そのアイテムはオンラインボルトから
ダウンロードされ、表示されます。ただし、アーカイブ済みアイテムを開こうとするとき、ネッ

トワークから切断されていると、Enterprise Vault では、次回オンラインになったときにア
イテムをダウンロードするように求めるメッセージが表示されます。
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管理者が「ボルトキャッシュ」を自動的に有効にするように選択していない場合、ユーザー

は次のように設定できます。

ボルトキャッシュを設定する方法

1 Notes を開始します。

2 メールデータベースを開きます。

3 次の操作をまだ行っていない場合は行います。 これらのアクティビティの実行方法
については、Notes のヘルプシステムを参照してください。

■ メールデータベースのオフラインコピー (レプリカ) を作成します。

■ メールデータベースのレプリカを開きます。

■ スケジュール設定されたローカルエージェントを有効化することにより、Notes を
起動したときに、Enterprise Vault でエージェントを実行してアイテムをボルト
キャッシュにダウンロードできます。

4 設定方法に応じて、［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［Enterprise Vault
キャッシュオプション］をクリックします。

［ボルトキャッシュオプション］ダイアログボックスが表示されます。

5 ［ボルトキャッシュを有効化］を選択します。
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6 残りのオプションを設定して、［OK］をクリックします。

「ボルトキャッシュ」に利用可能なディスクの空き容量を制御しま

す。空き容量がない場合は、Enterprise Vault によって「ボルト
キャッシュ」内の最も古いアイテムが削除され、新しいアイテム用に

空き容量が用意されます。必要に応じて利用可能な空き容量を修

正できます。

ディスク使用状況

Notes を起動してから、「ボルトキャッシュ」にダウンロードするアイ
テムが確認されるまで待機する分数を指定します。接続速度が遅

い場合は、チェック処理が開始する前にメールを読めるように、こ

の値を大きくすると便利です。

バックグラウンドのチェッ

ク

「ボルトキャッシュ」を更新するために Enterprise Vault でダウン
ロードする必要があるアイテムがある場合、次回オンラインになっ

たときにアイテムを自動的にダウンロードするかどうかを制御しま

す。代わりに、手動でダウンロードを開始するように選択することも

できます。

ダウンロード

7 ［開始］をクリックして、「ボルトキャッシュ」に追加するアイテムを検索します。

「ボルトキャッシュ」へのアイテムの手動ダウンロード
メールサーバーにネットワーク接続されているときに Enterprise Vault がアイテムを「ボル
トキャッシュ」に自動的にダウンロードするように、管理者が設定している場合があります。

自動チェックが有効になっていない場合、ローカルメールレプリカを使っているときに手

動でボルトキャッシュを更新できます。

「ボルトキャッシュ」に手動でアイテムをダウンロードする方法

1 ローカルメールレプリカを開きます。

2 設定方法に応じて、［ツール］メニューまたは［詳細］メニューの［ボルトキャッシュの

更新］をクリックします。
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